
　
投
資
先
企
業
を
「
し
が
ら

み
」
か
ら
解
き
放
ち
、
そ
の

非
連
続
的
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
こ
れ
が
ポ
ラ
リ
ス
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
「
起
業
家
精

神
の
回
帰
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
刷
新
」が
方
策
だ
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
推
進
は「
自
社
」

「
投
資
先
」「
教
育
面
」
の
３

方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

自
社
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

18
年
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ポ
リ
シ
ー
制

定
、
21
年
の
社
外
取
締
役
へ

の
女
性
の
登
用
、
22
年
の
チ

ー
フ
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
設
置
と
、

同
ポ
ス
ト
へ
の
女
性
の
着
任

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

投
資
先
で
の
取
り
組
み
」は
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
活
動
の
推

進
や
、Ｇ
Ｈ
Ｇ（
温
暖
化
ガ

ス
）
排
出
量
測
定
の
実
施
な

ど
が
あ
る
。

　
前
者
で
は
、
投
資
先
の
11

企
業
よ
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
責
任
者
を
集
め
、
情
報

交
換
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
。
施
策
の
水
平
展
開

と
共
有
を
目
指
す
。
後
者
で

は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
算
定
・
　

可
視
化
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
の
包
括
的
契
約
を

通
じ
て
、
全
投
資
先
で
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減
等
を
行
う
。

教
育
面
で
は
、
京
都
大
学
で

の
寄
附
講
座
に
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

に
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｅ
協
会
前
会
長
と
し

て
３
点
挙
げ
た
い
。
１
点
目

は
投
資
先
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｓ

Ｇ
マ
イ
ン
ド
が
比
較
的
薄
い

小
規
模
事
業
者
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を

浸
透
さ
せ
、
同
時
に
投
資
家

に
も
浸
透
さ
せ
る
こ
と
。
２

点
目
は
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
マ
イ
ン
ド

の
高
い
海
外
投
資
家
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
を
国
内
に
呼
び
込

む
こ
と
。
３
点
目
は
、
投
資

に
よ
っ
て
社
会
課
題
解
決
に

資
す
る
企
業
の
成
長
を
促
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
と
投
資
リ
タ
ー

ン
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
ら
は
投
資
先
企
業
の

経
営
に
深
く
関
わ
る
Ｐ
Ｅ
フ

ァ
ン
ド
だ
か
ら
こ
そ
可
能
で

あ
る
。
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